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広報誌

　市では、川など水環境の水質保全や生活衛生の向

上を目的として、四つの汚水処理事業を行っていま

す。汚水を集めて処理する「集合処理」方式では、公

共下水道、農業集落排水、コミュニティ・プラント

があり、各家庭などで処理する「個別処理」方式では、

浄化槽事業があります。これらの汚水処理により、

14年度末までに汚水処理人口普及率95％以上を目指

しています。

　公共下水道、農業集落排水では、既に民間企業と

同じような公営企業会計を適用していますが、市営

浄化槽事業でも６年度から適用する方向で準備を進

めています。

　広報おうしゅう１月本号に掲載した「おうしゅうの水」では、水道事業について特集し

ました。今回は、下水道事業について特集することとし、事業概要や事業計画の変更、

３年度決算、経営の見通しなどについてお知らせします。
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上下水道の「いま」と「これから」を伝える上下水道の「いま」と「これから」を伝える
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奥州市の下水道事業の概要

❶ 公共下水道の整備

　昭和62年からこれまでに整備してきた市

内の下水道管の総延長は、438kmとなって

います。これは、市全体の人口の50.1％の

人が使用できる計算になります。

　公共下水道の整備では、道路に埋設する

下水道管の工事のほか、宅地内に設置する

公共ますまでを市が工事しています。

❷ 汚水処理施設の統廃合に取り組んでいます

　「奥州市汚水処理基本計画」に基づき、経

費削減のため、農業集落排水処理場施設（農

集施設）などの統廃合を進めています。

　現在、農集施設は30施設ありますが、18

年度までに12施設まで減らす予定です。

市公共下水道事業計画を変更します
　下水道事業全体計画の全てを整備するには、多額

の費用と時間がかかります。効率的に下水道を整備

するために、おおむね５年ごとに事業計画を見直し

ています。

　５年３月末までに現在の事業計画で予定している

整備事業をほぼ終えることから、事業計画を変更す

ることにしました。事業期間を10年３月末まで延伸

して、次の図のとおり事業区域を拡大します。

【図２】前沢公共下水道

　　 （市の処理場）

【図１】流域関連公共下水道（県の処理場）

※赤枠部分が拡大する事業区域

実施年度 統合地区 統合先

５年度

上野、吹張、

折居、古城
流域関連公共下水道

川西 農集倉沢

六道寺向 農集富田川西

７年度 高橋 流域関連公共下水道

９年度 岩堰 前沢公共下水道

【表１】９年度までの農集統廃合計画

※上島、稲置、増沢地区は統合済み

【図１：流域関連公共下水道場】

　全体計画区域2,381.9haのう

ち、事業区域を2,373.2haに拡

大（206.4ha増）

【図２：前沢公共下水道】

　全体計画区域348.7haのうち、

事業区域を331.6haに拡大

（34.1ha増）
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下水道の普及にご協力を

❶ 下水道への接続のお願い

❷ 下水道への接続工事は指定店で

　排水設備工事は、市が指定した「排水設備工事指

定店」でなければ行うことができません。

　工事などの相談は直接、排水設備工事指定店まで

お願いします。排水設備工事指定店の一

覧は、市ホームページでご確認ください。

　なお、指定店以外の業者へ依頼してし

まい、金銭トラブルとなった事例もあり

ますので、ご注意ください。

　公共下水道が完成し、お住まいの地域が処理区域

になると、下水道が使用できるようになります。

　下水道への接続は法律などで期限が定められてお

り、下水道が使えるようになった日から▽風呂や台

所などからの雑排水は１年以内▽くみ取りトイレは

３年以内―に接続工事を行う必要があります。

　水洗化で快適な生活を送るためにも、早めの接続

をお願いします。

　　 ▲

上下水道部

ホームページ

❸ 集合処理区域外は浄化槽で水洗化を

　公共下水道や農業集落排水、コミュニティ・プラ

ント区域以外は、浄化槽による個別処理となります。

　市営浄化槽は、使用する人から分担金(工事費の

一部負担金)をいただき、市が浄化槽設置を行う事

業です。設置後は、毎月使用料をいただきながら、

市が浄化槽の維持管理を行います。

　現在、市の事業計画年度は６年度までとなってい

ます。設置を考えている人は、お早めに上下水道部

下水道課（江刺総合支所・☎34-1651）または、排水

設備工事指定店にご相談ください。

浄化槽の規模 個人負担額

５人槽 88,200 円

７人槽 110,400 円

10人槽 149,500 円

【表２】市営浄化槽分担金の額（５年度予定）

※�浄化槽の規模は、建物の延床面積と使用水量により決定

します

※�標準工事以外の追加工事、浄化槽から放流先までの排水

設備工事などは別途個人負担となります

※�浄化槽の微生物を活性化させるためのブロワ（空気を送

り続ける装置）の電気代は、使用者負担となります

❹ リフォーム工事は利子補給制度がお得

　市では下水道への接続を促進するために、利子補

給金制度を設けています。

　既存住宅の工事費用を金融機関から借り入れ、分

割払いする際に発生する利子分を市が補給するもの

です。利子補給できる工事費の上限は100万円で、

融資利率の上限は2.0％です。ただし、新築の場合

や市税などに未納がある場合は、制度を利用するこ

とができません。

　利用したい人は、工事の前に上下水道部下水道課

（江刺総合支所・☎34-1651）または排水設備工事指

定店、金融機関へご相談ください。

下水道事業の決算状況
　公営企業会計を適用している下水道事業会計

の決算状況をお知らせします。

下水道経営の「現状」と「課題」
　下水道事業においても電気料金、原材料費の高騰などにより厳しい経営

環境にありますが、衛生的で安定した汚水処理を続けて行けるよう努めて

いきます。

下水道経営の現状

　下水道事業は黒字となっているものの、一般会計

からの多額の繰入金で経営が成り立っています。

　一般会計の繰入金は、国から交付税措置される基

準内繰入金と、それでも不足する部分を市が独自に

補てんする基準外繰入金に区分されます。

　市の下水道事業は、基準内繰入金だけでは収支不

足分を補うことができず、基準外繰入金に頼らざる

を得ない状況です。

適正な料金の在り方を検討

　年々増えることが見込まれる繰入金を少しでも減

らし安定的な汚水処理を継続していくためにも、経

前沢下水浄化センター

営の見直しが必須となっています。

　５年度に経営戦略の改定を予定しており、維持管

理費などのコスト削減や適正な使用料の在り方を検

証して、経営改善に取り組んでいきます。

※下水道事業会計と浄化槽事業特別会計の繰入金の合計

※�元年度作成「財政シミュレーション」より

収益的収支（税抜）

　下水道事業を運営するための収入と支出

　農集排使用料の段階的引き上げなどで収入

は増加しましたが、一般会計繰入金などの減

により、前年度から3.6％の減となりました。

　企業債償還利息や減価償却費などの減によ

り、前年度に比べ3.4％の減となりました。

収 入

支 出

６千万円の純利益でしたが、一般会計か

らの基準外繰入金を除いた営業収支は

２千万円の黒字となります。
▶▶

資本的収支（税込）

　下水道の施設を造るための経費と財源

　公営企業会計適用時の運営費分出資などの

減により、前年度から2.4％の減となりました。

　下水道管工事など繰り越した事業の影響に

より、前年度に比べ12.2％の増となりました。

収 入

支 出

不足する額12億７千万円は、内部留保資

金（収益的収支により蓄えられた資金）か

ら補てんしました。
▶▶

33億２千万円

（うち繰入金15億４千万円）

32億６千万円

30億８千万円

（うち繰入金４億８千万円）

43億５千万円

３年度

水洗化で快適な
生活をしよう！
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